
科目区分 専門分野 授業科目 母性看護方法論Ⅱ 

講師名 窪田有紀 実務経験の有

無 

有 

単位数（時間） 1単位（15 時間） 開講年次 ２年次 後期 

目的：妊娠・分娩・産褥新生児期の看護過程と看護技術を理解できる。 

目標：  1）妊娠期の看護過程が理解できる。 

2) 分娩期の看護過程が理解できる。 

3) 産褥新生児期の看護過程が理解できる。 

4）妊娠・分娩・産褥新生児期に必要な看護技術が実施出来る。 

回 時間 講 義 内 容 

１ ２ 

 

母性看護における看護

過程の特徴  

妊娠期の看護過程 

講義 

妊婦健診時の援助 

妊娠期のアセスメント(グループワーク) 

２ ２ 

 

妊娠期・分娩期の看護 演習 

レオポルド触診法、母体計測、NST装着 

妊婦体操、足浴 

３ ２ 

 

分娩期の看護過程 講義 

グループワーク(行動計画作成) 

４ ２ 

 

産褥期の看護 演習 

進行性変化、退行性変化の観察 

授乳の観察、指導、バックケア 

産褥期のアセスメント(グループワーク) 

５ ２ 

 

新生児期の看護 演習 

バイタルサイン測定、計測、全身状態の観

察 黄疸の観察、沐浴 

６ 

 

２ 

 

産褥期の看護過程 講義 

グループワーク(行動計画作成) 

７ 

 

２ 

 

新生児期の看護過程 講義 

グループワーク(行動計画作成) 

８ 

 

1 

 

単位認定試験 筆記試験 

講義方法 （講義 6時間,演習 8時間、単位認定試験 1時間） 

評価方法 単位認定試験 筆記試験 100点 

テキスト 母性看護学各論 母性看護学② 医学書院 2023  

備考 参考書：北川眞理子ら編.看護実践のための根拠がわかる 母性看護技

術 第 3版.メヂカルフレンド社.2022 

 


